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当社は、平成4年の創業以来、特定メーカーに依存しない独立系の制作会社

として、工業製品に関するマニュアル・カタログの制作業務を一貫して行ってま

いりました。 独立系であるが故の厳しい時期もございましたが、それ以上に、

さまざまな分野の多種多様な工業製品のマニュアル・カタログ制作業務に携わ

ることができた経験は、当社にとって貴重な財産となっております。

このような貴重な経験を活かし、現在当社ではマニュアル・カタログ制作の現場

へ向けた最適な「仕組み」の提案を行っております。 それは、マニュアル・カタ

ログ制作において 「継続的、かつ全体的な品質と生産性の向上」 を実現する

ための、制作現場からの効果の見える具体的提案です。

あくまでも現場を第一に考え、そして現場から生まれる「品質向上と効率化」の

アイディアを少しでも多くの方に知ってもらい、業務の問題解決、目標達成に役立

てていただくこと、それが当社の存在意義であり、使命であると考えております。

時代や技術の進歩と共に、さらに新たな経験を積み重ね、当社にしかできない

提案をこれからも発信し続けて行く所存です。

今後とも、ご支援・ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

ごあいさつ
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株式会社プランツ
代表取締役

伊藤雄治



■私たちの仕事

仕事は、「他人（ヒト）と社会のために役立つ活動」でなければなりません。私た
ちの仕事は、信頼・尊敬できるお客様（企業）の活動を支援し、お客様（ご担当
者）の業務目標を達成するお手伝いすることです。依頼された物件を確実に処
理するだけでなく、プロフェッショナルとしての自覚と誇りをもって、今まで培って
きた知識や経験を十分に発揮し、「私たちにしかできないサービス」「私たちな
らできるサービス」を積極的に提案します。
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社内フレーズ

行動規範

社会との関係
企業活動のあらゆる場面において法令の遵守、社会のルールを尊重します。

お客様との関係
お客様の要望に対し、業務の目的（達成目標）を、誠実なコミュニケーションと強
い信頼関係の構築により共有化し、満足と信頼をいただけるサービスの提供に
最大限の努力をします。

社員との関係
プランツスピリットを共有化した社員と共に、社員が企業の一員として連帯感をもち、
それぞれが健康的に能力と活力を発揮できるような環境づくりを目指します。

取引先との関係
企業活動の目的をできる限り共有化し、信頼関係を構築します。
取引先の技術力、ノウハウを尊重し、オープンかつ公平な取引を実現します。



●商 号 株式会社プランツ

●代表者 代表取締役 伊藤 雄治

●資本金 10,000,000円

●所在地 愛知県名古屋市東区東桜二丁目10番1号 ヤハギ東桜ビル3階

（2013年5月に愛知県名古屋市中区栄4-17-18川本ビル5階から移転）

URL    : http://www.plants.co.jp/

●事業規模

売上高 １25百万円 (2023年度 )

従業員数 １1 名 ( 2023年8月現在 )

社屋 本社 １７７ ｍ２

●事業内容

●ドキュメントソリューション部門

（ドキュメント制作のプロセス構築、アプリケーション開発ほか)

●テクニカルコミュニケーション部門

（企画・構成、ライティング、基準書制作、各種DTPほか）

●ビジュアルインターフェース部門

（カタログ・パンフレットのデザイン、コピー、イラストほか）

●エコアクション登録対象範囲

●マニュアル・カタログ制作

●デザイン

●ドキュメントシステム構築

会社概要
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環境保全に関する最重要事項を審議する場として、社長直轄の「環境推進会議」を

設け、本会議で決定された方針は社員全員に展開を図っています。

環境取組体制

●環境担当

環境管理責任者 鈴木 フミ (総務)

TEL （052）930-5811 FAX   (052)930-5815

e-mail : f_suzuki@plants.co.jp

代表者

全従業員
制作部 営業部 総務部

環境管理責任者

環境推進会議

会議風景

エコアクション登録対象範囲

役割・責任・権限

代表者（社長）
・環境経営方針の策定
・環境管理責任者の任命
・代表者による全体の評価と見直しの実施
・年間の評価および見直しを説明する会議の招集

環境管理責任者
・環境経営システムの構築、実施、管理の責任者
・環境経営目標・環境経営計画の承認
・環境経営の管理状況を代表者へ報告
・活動に必要な目標数値、評価の周知・連絡
・環境に関わる苦情、ビル管理からの情報を周知・連絡
・環境経営レポートの作成

全従業員
・環境経営方針の理解と環境経営の取り組み



環境経営方針
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中長期の目標
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ガスの使用はありません。

年度：9月から翌年8月まで
2022.10

作成
電力、ガソリンの基準年度を2016年度とし、電力は中部電力による2022年度の二酸化炭素排出係数0.424を用いて2016年度の排出量を計算し、作成

した。

環境経営方針 項目 担当部門 基準年度 年次 2023年度 2024年度 2025年度

省エネルギー
省資源の推進

電力

総務部

2016 年度 基準年度比 93% 92% 91%

18,707 kWh
目標値

17,398 kWh 17,210 kWh 17,023 kWh

7,932 kgCO2 7,377 kgCO2 7,297 kgCO2 7,218 kgCO2

0.424 排出係数
取組項目

冷暖房時温度適正管理
室内照明適正管理

ガソリン 2016 年度 基準年度比 93% 92% 91%

1,703 リットル
目標値

1,584 リットル 1,567 リットル 1,550 リットル

3,953 kgCO2 3,676 kgCO2 3,637 kgCO2 3,597 kgCO2

34.6
MJ/リット
ル

取組項目
エコドライブ

アイドリング・ストップ
0.0671 kgCO2/MJ

基準値（2016年度） 基準値比 93% 92% 91%

11,885 kgCO2 目標値 11,053 10,934 10,815

水資源の
有効活用

(節水）

数値目標による
管理は行わない

取組項目 各自不要な水の流しっぱなしをしないことを心掛ける

紙資源の
有効活用 2013年度

2.5kg/売上（百万円）

基準年度比 95% 94% 93%

目標値 2.37 2.35 2.33

取組項目 現況把握調査（大量出力の事前申請）

廃棄物の分別によ
る再資源化

2016年度
85％資源化率

目標値 90% 90% 90%

取組項目 月次管理の定着、分別による資源化率の維持

グリーン
製品の
購入

事務用品のグ
リーン購入

2009年度に
100％を達成している

目標値 グリーン化率100％を維持する

環境に配慮した
制作プロセスの

提案

環境配慮型
制作プロセスの
普及促進

制作部
目標値 提案10件

取組項目 社員一人一件の提案

原単位方式による中期計画

環境経営方針 環境経営目標 基準値(2016年度） 2023年度 2024年度 2025年度

省エネル
ギー・省資
源の推進

温室効果ガ
ス排出量の
削減(原単位
方式）

売上高
CO2

排出量
原単位 削減率 原単位 削減率 原単位 削減率 原単位

百万円 kgCO2
kgCO2/

売上高
%

kgCO2/

売上高
%

kgCO2/

売上高
%

kgCO2/

売上高

158 11,885 75 93 70 92 69 91 68

2020年度からは営業活動を活発化しガソリン使用量増加を想定し、社長の指示で原単位での数値目標を取り入れることになった。

しかし、コロナ禍で訪問による営業活動が阻まれており、売り上げへの影響が無いと判断し、原単位は廃止することになった。



環境負荷の実態から、二酸化炭素排出量(CO2排出量)の削減が重要なテーマと考え、
CO2排出量削減目標として下記の内容を設定。
＜活動計画＞
①車輌燃料の節約（営業車の効率的運行や公共交通機関の利用）
②アイドリングストップの励行
③事務所における空調の室温設定（夏季27度 冬季20度）
④昼休みの事務所内消灯、冬季正午から2時間の暖房の一時停止。
⑤OA機器の不使用時の停止。
⑥夏季の軽装、冬季の重装

１．エネルギーの削減 2023年度削減目標：①11,053ｋｇ・ＣＯ２以下 ②原単位：70以下

２．紙の使用量削減 2023年度削減目標：2.37ｋｇ/百万円

顧客に対する納入品について、電子データによる納入比率を向上させることで、紙の
使用量削減を図る。
＜環境経営計画＞
①校正出力やチェック用出力の2in1出力を実施する。
②大量出力の事前届出
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環境経営目標と環境経営計画

※ オフィス内の事務作業のみで化学物質の使用はないため、「化学物質使用量の削減」
については環境経営目標の設定はしていない

３．上水の使用量節水 2023年度削減目標：節水に努める

水も重要な資源と考え、上水の節水目標として下記の内容を設定する。
テナント共同使用のため、定性目標とした。
＜環境経営計画＞
①ビル共用部での水使用に水の流しっぱなしがないよう、社員に注意を呼びかける。



６．環境に配慮した制作プロセスの採用実績の向上 目標：提案8件

４．廃棄物の分別による再資源化 2023年度再資源化目標：90％

＜環境経営計画＞
①分別箱の設置と社員への啓蒙活動推進。
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５．グリーン購入適合物品の調達 2023年度目標：調達比率100％の維持

コピー用紙およびCD/DVDのグリーン調達適合商品の採用
＜環境経営計画＞
購入時にはグリーン購入適合物品を選択し、100％購入率の維持をする。

＜環境経営計画＞
環境に配慮した制作プロセスを8件/年度提案する。（社員一人につき1件が目標）

環境経営目標と環境経営計画



１．エネルギー削減
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2023年度環境経営計画の実施結果と評価

環境経営目標および環境経営計画の取組み結果

総排出量目標： 11,053kg・ＣＯ２以下 実績：8,148kg・ＣＯ２→ 達成

原単位目標： 70kg・ＣＯ２/百万円以下 実績： 65kg・ＣＯ２/百万円→ 達成

＜環境経営計画の実施結果と評価＞

電気使用量、ガソリン使用量削減の取組
電気使用量、ガソリン使用量がともに減少し、また売上高も増えたため、総ＣＯ２排出量、売上の原単位
の数値とも、目標を達成した。

事務所内節電の取組
③事務所における空調の室温設定（夏季27度 冬季20度）
④昼休みの事務所内相当、冬季正午から2時間の暖房の一時停止。
⑤OA機器の不使用時の停止。
⑥夏季の軽装、冬季の重装

事務所内が均等にエアコンが効かないため、個人で使用する扇風機やヒーターがある。ヒーターについ
ては消し忘れて火事の恐れもあるため、使用の際にはタイマーで最長2時間に設定しており、これが地
味ながら電気の長時間使用を予防している。

項目 単位
換算値
kg・CO2

(×）

2021年 2022年 2023年

使用量
CO2排
出量

使用量

CO2排
出量

使用量

CO2排
出量

kg・CO2 kg・CO2 kg・CO2

電気 kwh 0.424 17,770 8,032.0 16,320 7,376.6 14,805 6,277.3

都市ガス m3 2.108 0 0.0 0 0.0 0 0.0

ガソリン ℓ 2.3216 793.9 1,843.2 831.9 1,931.4 805.6 1,870.4

合計 9,875 9,308 8,148

売上高 122 119 125

CO2排出量/

売上高

81 78 65

※2016年度を基準年として2023～2025年度の中長期計画を作成した。(ガスの使用は無し）
※2016年度の電気排出係数を0.424で算出しなおした。(2021、2022年度は、係数0.452)
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２．紙の使用量削減

目標：2.37ｋｇ／百万円 実績：1.2ｋｇ／百万円 → 達成。

＜環境経営計画の実施結果と評価＞

①校正出力2in1

②大量出力事前届出

その他：

今年度もクレーム処理のための全ページ出力での確認がなかった。

大量の紙出力が必要な業務が固定された様子。昨年、今年とも1件のみ依頼された。
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３．上水の節水活動

目標：節水 実績：できたと評価

＜環境経営計画の実施結果と評価＞

節水行動

ビルテナントのため数値管理は省いている。2013年5月の事務所移転に伴い、社内で
の水の使用がなくなり、ビル共用部での使用になるため節水ステッカーの使用は廃止
する。ビル共用部での無駄な水の流しっぱなしがないよう各自気を付ける。

2023年度実績

2.37

1.2
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４．廃棄物の発生抑制と再資源化

目標：再資源化90％ 実績：月平均86％ → 達成ならず。

＜環境経営計画の実施結果と評価＞

週一度の掃除を行い、不要なものを溜め込まない快適なオフィスを保つことを心掛け
ている。

分別については社内に①可燃ごみ、②プリンタ出力紙（客先要請により溶解処理）、
③ちらし等の雑紙に分別する。不燃ごみは少ないので、箱の常設はせず、年末掃除
の時に1回で回収することとする。

再資源化目標値90％に対して、結果は86％、目標が達成できなかった。

再資源化目標値90％固定にした初年度だった。

再資源化86％は昨年度と同じである。紙の使用量も減少、資源化できる廃棄物の量も
減っているので、それ自体は良いことであるが、再資源化率の達成には厳しい状況と
なっている。

2023年度実績

プリンタ出力紙とチラシ類の回収箱 事業系ごみの分別



５．環境に配慮した制作プロセスの採用実績の向上

目標件数：8件以上に対し、提案件数：9件で目標値をクリアしました。

多くは社内の生産性を向上させるものでしたが、全社員からの提案報告があった点を、環境に
対する意識の表れとして、目標件数達成とともに評価します。

・納品データ確認ソフトの運用
・デジタルブック生成の自動化
・事務社内照明の消灯管理
・デザイン一括変換が可能な制作スタイルの構築
・作業工程の改善
・業務細分化に伴うPCの効率的な利用
・自動電子署名システムの開発・運用
・ ExcelからXMLへの自動出力
・画像加工作業の自動化
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2023年度実績

６．グリーン購入適合物品の調達

目標：調達比率100％維持 実績：調達比率100％維持 → 達成。

2009年度にグリーン購入適合物品の調達比率１００％を達成し、その後も維持してい
る。



代表者による見直し
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別紙「要求事項⑮_2023年度代表者による環境管理システムの見直し」より転載

【はじめに】
今年度は、コロナ後の就業スタイル元年という位置付けでスタートしましたが、顧客との打ち合
わせや営業訪問を除けば、コロナ以前と変わらぬ就業スタイルに落ち着いた1年でした。

これを踏まえ、従前どおり、小さな活動の積み重ねが、大きな改善への一歩であることを改めて
社員と共有し、今後も粛々と本活動を継続していきたいと思います。

【環境経営方針に対して】
「培った知識と新たな技術を融合し、社内外に「環境に配慮した制作プロセスの提案」をし、
環境負荷の低減を行います。構築した環境マネージメントシステムを今後も維持活用し、
持続可能な開発目標の実現に寄与できることを目指します。（2018年11月1日制定） 」

上記方針に基づき、今年度も環境に配慮した制作プロセスの提案を行いました。当該提案を
SDGｓ（持続可能な開発目標）のいくつかの目標（ゴール）に向けた内容として評価します。
当該提案の詳細は、後述の実績報告を参照ください。

【活動成果内容】
（１）エネルギーの削減
2023年度の総エネルギー上限目標は、総排出量（二酸化炭素排出量）：11,053 kg･CO2、売上比：
70 kg･CO2です。対する実績は、総排出量：8,148 kg･CO2、売上比：65 kg･CO2でした。
本結果により、総排出量、及び売上比の両項目について目標を達成しました。

【電気による二酸化炭素排出量】
電気による二酸化炭素の排出量は、目標値：7,377 kg･CO2、売上比：46.8 kg･CO2に対し、実績値：
6,277 kg･CO2、売上比50.2 kg･CO2でした。排出量については目標を達成しましたが、売上比につ

いては目標未達成でした。排出量については、昼休みの消灯、昼休みの暖房停止に加え、電気
を使わないブラケットへの変更などにより、電力の削減が実現できたことを評価します。



代表者による見直し
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【ガソリンによる二酸化炭素排出量】
ガソリンによる二酸化炭素の排出量は、目標値：3,676 kg･CO2に対し、実績値：1,870.45 kg･CO2で
目標を達成しました。（売上比の評価は今年度から割愛しています）

（２）紙の使用量削減
紙の使用量は、目標値：2.37 kg／年間売上（百万円）に対し、実績値：1.20 kg／年間売上（百万
円）により、目標を達成しました。

昨年度は、紙媒体関連業務の年間売上による値も算出しましたが、厳密な業務の振り分けが困
難なことから、今年度は当該年間売上による算出は割愛しました。
300枚を超える出力の報告は、これまでどおりとしますが、プリンタ毎の出力枚数のカウントは停
止します。

(３)水の使用量
会社が入居するビルにおいて、テナント単位の水の使用量測定が不可なため、数値では管理し
ません。
水の無駄使いをしないよう、社員に呼び掛けて、啓蒙運動を図ります。

(４) 廃棄物の発生抑制と分別による再資源化
廃棄物の資源化率は、目標値：90％に対し、実績値：86％でした。
昨年から目標値を90％に固定にしましたが、今年度は目標が達成できませんでした。
原因としては、古紙の減少が挙げられます。



代表者による見直し
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(５) 環境に配慮した制作プロセスの顧客への提案比率の向上
目標件数：8件以上に対し、提案件数：9件で目標値をクリアしました。

多くは社内の生産性を向上させるものでしたが、全社員からの提案報告があった点を、環境に
対する意識の表れとして、目標件数達成とともに評価します。

・納品データ確認ソフトの運用
・デジタルブック生成の自動化
・事務社内照明の消灯管理
・デザイン一括変換が可能な制作スタイルの構築
・作業工程の改善
・業務細分化に伴うPCの効率的な利用
・自動電子署名システムの開発・運用
・ ExcelからXMLへの自動出力
・画像加工作業の自動化

例１）社外
デジタルブック生成のため、PDFから複数サイズの画像書き出しやHTMLの編集が必要である。大量生成
を行う場合、多大な労力を必要とした。
↓

対象PDFファイルを1ページずつ画像化し、デジタルブック用ファイル一式（HTML/JS/CSS）を一括出力するプ
ログラムの運用

これにより、デジタルブック生成の大幅な工数削減に加え、ファイルの取り違えミス、連番の手動入力ミス
などの人的ミスが排除され、総合的な作業効率が向上した。

例２）社内
某商会の事務用品カタログは、毎年デザイン変更が行われる。
このデザイン変更は、数百ページにわたり1商品ずつ行う必要があった。
また、制作過程で変更が生じると、さらに工数が大きく嵩むため、何かしらの対応に迫られていた。

↓

カタログ制作に使用するデータのテンプレート化を図り、デザインの一括変換が可能となる制作スタイルを
構築する。

これにより、 1商品ずつデザインを変更する手間が省け、大幅な作業工数の削減が期待できる。



代表者による見直し
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(６) グリーン購入適合物品の調達状況
2021年度も、グリーン購入率100％を維持した。

(７) 環境法規等要求事項と順守状況

当該環境関連法規への違反はゼロ。 関係当局からの違反等の指摘もゼロ。

【実施体制について】
環境経営活動推進体制は、これまで通りです。
役員を含めた総社員数は11名です。少人数事業所の特長を生かし、活動の周知や管理につい
ては、毎朝のミーティングに加え、作業場入り口の文書で告知しています。また、顧客からの環
境に関する問い合わせ（印刷インクに関する有害物質の有無確認ほか）は、環境推進責任者
へ集約する指示を徹底しています。これらを総括し、十分な体制が取られていると評価します。



次年度以降の取組内容

当社のエコアクション21活動は、以下4本の柱で進めます。
①エネルギー（電気・ガソリン）の削減
②紙の使用量の管理
③廃棄物の削減・資源化
④環境に配慮した制作プロセスの提案

具体的な活動内容は、前年度の内容を継承しますが、紙の使用量については、紙媒体
関連業務の年間売上による紙の使用量をテスト的に計測します。

【新しい指示】
定時以降における事務社内照明の消灯

【継続指示】
・昼休みの消灯。
・冬期のエアコン2時間OFFについては継続。（我慢はしない）
・電気ストーブ、扇風機、サーキュレータのタイマー活用の徹底。
・紙の消費については300枚以上の業務についての報告は引き続き実施。
・両面印刷や2in1機能を有効活用して無駄な紙の消費を削減する。
・廃棄物の分別による再資源化については、分別ルールを徹底。（DM等封筒類の分別
を継続）
・コンビニの弁当など、個人で持ち込んだゴミは個人で処分することを徹底。
・ポスターで環境活動目標を明確に告知し、社員への周知を実行。
・環境に配慮した制作プロセスの提案については、今年度と同様10件以上とする。

18
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次年度環境経営目標



適用関連法令への違反・訴訟等の有無

当該環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘は、

過去３年間ありません。

１．廃棄物の処理及び清掃に関する法律

同上 施行規則

名古屋市条例 名古屋市産業廃棄物等の適正な処理および資源化の促進に関する条例

名古屋市条例 名古屋市廃棄物の減量および適正処理に関する条例

名古屋市条例 名古屋市空き缶などの散乱の防止に関する条例

要求事項 廃棄物の適正処理、発生抑制、再資源化推進、再利用、廃棄物保管場所の設置、

再利用品保管場所の設置、適正処理の情報提供、国、県、町の施策への協力

２．地球温暖化対策の推進に関する法律

要求事項 温室効果ガスの発生抑制、行政の施策に協力

３．特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律

要求事項 オゾン層破壊物質の適正な回収・処理と、排出防止

４．名古屋市条例 市民の健康と安全を確保する環境の保全に関する条例

要求事項 自動車の駐停車時、従業員へ原動機を停止するよう指導

駐車場内において自動車の原動機を停止すべきことを周知するための措置

アイドリングストップの励行

５．業界 取引先様からのグリーン調達ガイドライン

要求事項 環境管理システムの構築、環境パフォーマンスの向上

６．自治体 事業者向け名古屋市グリーン購入ガイドライン

事業者向け３Rガイドライン

要求事項 環境に配慮した製品およびサービスの優先的な購入と有効的な利用

事業者の１Ｒから３Ｒへの取組みの発展と、ゴミ減量の実践行動

７．名古屋市事業系ごみ分別 家電・事業系産業廃棄物のリサイクル回収

要求事項 リサイクル回収の手続を取り、適切に処理する。

８．省エネ法

要求事項 判断基準の遵守（管理標準の設定、省エネ措置の実施等）

９．消防法

要求事項 消防設備の設置（ビル管理で設置済）

環境法規等要求事項と順守状況

適用法令・条例一覧と順守状況
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愛知県名古屋市東区東桜二丁目10番1号ヤハギ東桜ビル3階461-0005

TEL   :   052-930-5811

問合せ :  info@plants.co.jp

FAX   :   052-930-5815

URL   : http://www.plants.co.jp/

お問い合わせ・地図

21

地下鉄「高岳」駅4番出口を出て左手に歩いて3分ぐらいで
第二富士ホテルに着きます。その手前のビル3階が弊社です。


